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1. ~えがき

海洋情報課では海洋データの収集管理作業の一環として，測量原図や海底地形図のデータを数値化し．磁

気テープK収録している。とれらの数値化作業をなと左う場合．従来はデジタイザを使い水深または海岸線

等の座標を読取り磁気テープK収録していた。今回． ドラムスキャナKよる自動数値化システムを使って，

海岸線等の線情報の数値化をととろみたので．との新らしいシステムを簡単K招介する。

2.計測基図の作成

ドラムスキャナは光の自により画像K当てた光の反射光を読取り．画像の獲淡や色調の差を記録する装置

である。（写真1) 

写真 1 ドラムスキャナ 第 1図計測基図

ζの方法は．読取り時聞が非常K早いというメリットがある。しかし光の目は．画像が白か黒，或は色の

違いを識別するだけであり．画像が何であるかの判別は，現状では簡単にはでき左い。とのため計測基図K

は計調ljk必要な情報だけを画像として表示しなければ左ら左い。また計測したデータは．属性データを与え

てパターン認識をさせ．始めて線情報と在るので．前もってデータの判別が容易Kできるような工夫が必要

である。カラーが読めるスキャナでは，線情報の種類どとK色を変えた計狽lj基図を作るととKより．一回の
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スキャンで複数の種類のデータを読むととが可能である。第 1図は計調lj基図の例である。

3.計測

スキャナで画像を読むときは．サンプリング幅と読取り溌度のレベルを設定する。サンプリング柄の決定

は，計調lj碁図の図柄や鮮明度K左右され． しかも図の再現性や取得するデータ量K関係する重要なととであ

る。今回使用したドラムスキャナのサンプリング幅は0.1～ lmrnであった。

スキャナは函素単位で画像を読み．指定された溌度レベルで白黒の判定をしながらマトリックス状のデー

タを収録する。函像を O.lrnm幅で走査すると． 1函素は0.1×O. lmrnの大きさとなり．計測基図の大きさが

5 0×5 Ocmの場合Kは．取得データの数は2500万個となる。サンプリング幅が小さく念ると．データ量

が属大と左り， あとのデータ処理の計算時聞が増大する。第2図はドラムスキャナで読取ったスキヤンイメ

ージをラインプリンタで印字したものである。函｛象は左右が逆K左り縦横の縮率は等しく~い。

4. 細線化

線で表示された画像を走査する場合Kは．線の太さより小さいサンプリング幅で線を横切ると．少くとも

1個以上のデータを拾い出すととに左る。 線画像を直角方向K走査した場合vc3個の情報を得たとすれば．
ζ とで線を表現するのに必要左情報は中央の 1個である。す左わち，次の段階で行うベク トノレイヒKは．単一

画素の連続したデータが必要である。 ζのようK必要在画素を抽出するためvc.いくつかの論理を用い．電
子計算機によりスキャンイメージから不要の画素を除去する作業が必要である。との作業を細線化という。

第 3図は．スキヤンイメーヅのデータ（第2図〉を細線化処理したものである。
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第2図 スキャンイメージ 第3図 細線化処理
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ベクトJレ化5. 

ドラムスキャナ上の座標系で．サンプリング幅を単位とした座標値をも画像を走査し取得した各画素は．

っている。細線化を終った後K，各画素のもつ単位をサンプリング幅から耗単位K変換する。

マトリ ックス状の配列をもっているKすぎ左い。ベクトル化をするためK電子計ととK公いて各画素は．

とれをベクトル化算機は．或る画素K注目し隣接した画素を次々 K検索し．データの並べ換えをなと左う．

画像をもっともよ〈再現するためK必要Kして最少の画素を抽出する必という。ベクトル化Kあたっては．

要がある。例えば．海岸線の変化の少ないととろでは5画素どとKデータを採用し．変化の激しい地形では

1画素bきK採用し．護岸の角のよう在方向変換点は必ず採用する等の論理を与えて電子計算機で処理し，

線情報としての識別番号を与える。 ζ とで始めてスキヤンイメージのデータは．パターン認識を得て線情報

と左る。第4図はベクトノレ化処理の過程を示している。

今後の問題6. 

デヅタイザKよる作業U亡くらべ位置精度KバラツキがをドラムスキャナKよる海岸線等の自動数値化は．

フ7 イノレ作成までを含めて短時間でデータをMT K収位置精度不良Kよる再測定の作業がないために〈．

録するととができる。第5図は読取り データをプロットしたものである。

ト図7・ ロ ッ第 5図

今後の問題としては次のよう左事が考えられる。

図の再現性をよくするとと。 ζれはサンプリン1
 
1
 
1
 抗

日

／ 

ベクトル化する時K能率のよいソグ幅の設定と．

フトが開発されれば解決される。

計測基図作成を簡略化するとと。とれは計測基(2) 
ベク トル化処理第 4図

図を作らずK直接測量原図等から指定した情報だけを簡単K抽出でき るよう在ハードまたはソフトの開発に

より解決される。

とれらの事項が解決されればスキャナ方式は．海図や海底地形図の．特K複雑左海岸線やヘヤピン状の曲
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線等の数値化K威力を発揮することと思われる。


